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中学 1・2 年生を対象とした待ち行列の授業展開における研究 
～身近な事象を題材にした数学教育～ 

 
増谷 迪香 1，柘植 直樹 2，河崎 哲嗣 2 

 

 中学 1・2 年生を対象に，ある条件で店員を雇っている 2 つの店を提示し，行列ができにくいのはどち

らか調べようという教材を提案し実践を行った。待ち時間を計算して比べるデータを作成し，平均・表

を比べる方法で調べていく。資料を表や平均を使って調べ自分の考えを発表できる力と，実際に身近で

起こる現象を数学と関連して考えることができる力を養うことを目的とした。本稿ではその実践につい

て報告する。 
 
＜キーワード＞行列待ち時間，平均，数直線，表，散らばり 
 
1．はじめに 

平成 24 年に改訂され，現在実施されている新中

学校学習指導領域[1]の改善基本方針によると，

「子どもたちが算数・数学を学ぶ意欲を高めたり，

学ぶことの意義や有用性を実感したりできるよう

にすることが重要である。」と明記されている。生

徒が数学を学ぶとき，身の回りで起こる現象を題

材に思考を展開することができれば，より数学を

おもしろいと感じることができるのではないかと

考えた。そこで，研究していた待ち行列を中学数

学の「資料の活用」分野に応用し，授業案を作成

した。中学 1 年生を対象とした授業案のため，小

学校学習指導要[2]の第6学年の内容D(4)資料の考

察に基づいて作成した。[2]によれば，資料の代表

値としての平均値を知り，平均値についての理解

を深めることをねらいとしているので，本研究で

は 2 つの資料を比べる際，平均値が有用であるこ

とをおさえている。そのためにヒストグラムや平

均値以外の代表値の取扱っていない。しかし，資

料を比べる際グラフの散らばりについては数直線

の表を使って触れることにしている。 
 以下にその授業実践の結果を報告する。 
 
 
 

 
 
2．授業の概要 
2.1.研究の目的 

 本研究の目的は，生徒が「数学がおもしろい。」

感じながら興味や関心をもって問題に取り組み

「社会のこんな場面で役に立っている。」といった

数学の有用性を実感できる身近な現象を題材とし

た教材の開発である。 
 

2.1. 題材について 
本論文で提案する授業の題材は「待ち行列の理

論と応用」（著 西田俊夫）[5]に記載されている

単純待ち行列M/M/1における客の行列平均待ち時

間を求める内容を中学数学「資料の活用」に応用

したものである。本の研究では，行列における客

の到着時間の到着分布と店のサービス時間分布を

数学的モデルで一般化した。[5]の内容として，一

般化の前段階である実際のデータから行列待ち時

間とサービス時間の度数分布表からヒストグラム

をつくり行列待ち時間を求めるといった研究があ

る。授業の題材として取り扱うためにこのデータ

から待ち時間を求める計算を参考にして授業を展

開することとした。 
また，本研究に「待ち行列」を選んだ理由とし
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て，行列といった現象が生徒たちにとって身近な

ものであり，興味を持ちやすいと考えたことがあ

げられる。授業で問題を解決するにあたって意欲

的に取り組み，今後の生活においても数学を意識

して活動していけるのではないかと考える。 
 

2.2 教材について 
ねらい(1) 

身近に起こる現象を数学的に考えることによっ

て，数学をもっと面白いと感じる。 
ねらい(2) 

2 つの店のデータをつ作成整理し平均値や数直

線の表を比べることで，どちらが行列のできにく

い店なのか考え，意見を発表できる。 

 

内 容 
 [問題] お店をつくろう 
あなたは，飲食店(サービスを受けている時間が待

ち行列に含まれないお店)を開くことにしました。

できるだけ行列ができないお店にしたいです。し

かし，費用の都合上スタッフは次のどちらかしか

雇えません。どちらを雇えばよいでしょう？ 
A よく仕事ができる店員１名 窓口 1 つ 
B 平均的に仕事ができる店員２名 窓口 2 つ 
店 A の客のデータ           [表 1] 
① 客番号 1 2 3 4 5 
② 到着時間 0 2 6 1 1 1 2 
③ サービス時間 5 7 1 9 2 
④ 到着間隔  2 4 5 1 
①  14 15 16 17 18 19 20 
②  52 61 62 65 70 72 80 
③  2 1 2 1 3 4 3 
④  3 9 1 3 5 2 8 
 
店 B の客のデータ           [表 2] 
① 客番号 1 2 3 4 5 
② 到着時間 0 2 6 1 1 1 2 
③ サービス時間 1 0 1 4 2 1 8 4 

④ 到着間隔  2 4 5 1 
①  14 15 16 17 18 19 20 
②  52 61 62 65 70 72 80 
③  4 2 4 2 6 8 6 
④  3 9 1 3 5 2 8 
 
この表を見ながら，どちらの店が行列はできに

くいのか調べていくなかで「平均」や「散らばり」

について学び，表やグラフを使って自分の考えを

発表することができるようにする。 
 
授業の流れ 
<１時間目> 
 導入部分として自分の身の回りの行列について

思い出してもらう。今までの生活で自分が見てき

た行列や，実際に行列に並んだ経験を思い返し発

表してもらい，世の中には多くの行列が身近に存

在し，行列に並ぶという行為は好ましくないこと

だという共通意識を持ってもらう。次に，その行

列のイメージを本時モデルとして取り扱い待ち行

列を学ぶための「コトバ」を定義する。行列に並

ぶ人や物のことを「客」とし，客が店で望んでい

ることを「サービス」とし，サービスを提供する

人や物を「スタッフ」と定義する。そして，多く

の行列の中でも大きく 2 つの行列に分けられるこ

とを学び，本時取り扱う行列の種類を理解する。

その 2 つの行列とは下記のとおりである。 
・サービスを受けている時間が待ち時間に含まれ

ない行列 
・サービスを受けている時間が待ち時間に含まれ

る行列 
本時では，サービスを受けている時間が待ち時間

に含まれない行列を取り扱う。 
 次に，本時の問題を提示する。データは与えて

いない状態で問題のAとBどちらを雇えばいいか

生徒たちに聞いてみる。ここで，どちらになるだ

ろうかという興味を引き出せるようにする。1 時

間目は店 A について考えていく。[図 1]のデータを
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配り，データの見方も説明をする。 
 問題を解くために[図 1]から行列待ち時間をも

とめ，表にまとめるようにする。行列待ち時間の

求め方は[図 1]の③サービス時間と④到着間隔を

使い求める。一般式は， 
n 番目の客の行列待ち時間= 
 (n-1)番目の客の行列待ち時間+  
(n-1)番目の客のサービス時間-  
(n-1)番目の客と n 番目の客との到着間隔 
となるが，一般式で考えるのは難しいので 1 番目

の客から順に考えていく。スライドの図やアニメ

ーションを利用し行列待ち時間を求める説明をす

る。生徒には 5 番目の客まで計算して待ち時間を

求めてもらう。計算の早い生徒は 6 番目以降の客

について計算を進めてもらう。求めた行列待ち時

間を表にまとめる。求めた行列待ち時間の表には

個人差があるので，客番号 1 から 40 番までの行列

待ち時間の表を与える。 
<２時間目> 
 2 時間目では，店 B について考えていく。店 B
では窓口が 2 つあるので客のサービスの受ける窓

口が店 A とは異なることを理解させる。窓口が変

わるため行列待ち時間の求め方も店 A と同じよう

に計算では求めることが難しいことに気付かせ 2
時間目はガントチャートを利用し客の行列待ち時

間を求めていく。ガントチャートとは[資料 2]に添

付してあるものである。待ち時間を求めることが

できたら，これらも同様に表にまとめ，店 B の客

番号1から40番までの行列待ち時間の表を与える。

以上で問題を解くためのデータを見つけることが

できたため次に 2 つのデータを比べ問題を解いて

いく。ここではデータを比較するために平均値と

グラフ(数直線の表)を用いる。生徒にはそれぞれ求

めどちらが行列をまたなくてよいか考え，意見を

交流してもらう。交流を通して店 B の方が行列が

できにくそうだと確認する。最後に待ち行列の公

式を紹介して授業を終える。 
 展開案については本文の最後に添付する。 

 

3. 実践結果 
3.1 授業実践 

授業名：待ち行列 
場所：岐阜大学教育学部附属中学校 
日時：平成 26 年 7 月 28 日（金） 
   第 2・3 校時 
対象：岐阜大学附属中 1 年 2 組 

 
3.2 活動の様子 

 今回授業を進めていくにおいて，スライドと学

習プリント[資料 1]を使った。 
＜第一時＞ 
 一時間目の難関は行列待ち時間を求める個人追

求であると考えたので，導入の時間を省略した。

しかし，導入を以前計画していたものより短くし

てしまったため授業者が話すだけという生徒との

一体感がないものになってしまった。生徒は話を

理解するのに手一杯になってしまった様子であっ

たが，身近な現象にある行列について興味を持つ

ことができたように感じた。行列待ち時間の計算

方法はスライドのアニメーションを使い説明を行

ったが理解のつまずきが多く見られた。実際，理

解した生徒は客番号 10 まで計算できるが，つまず

いている生徒は客番号 1 もわからない状態であっ

た。 
＜第二時＞ 
 二時間目は一時間目の続きをおこなったあと店

B について行列待ち時間を求めた。休み時間も使

って店 A については全員の生徒が行列待ち時間の

表をかくことができた。また，一時間目の反省と

して生徒に意見を発表してもらうことに重点をお

いた。店 B について店 A の時との違いも生徒は理

解しているようであった。また，ガントチャート

を使った行列待ち時間もスムーズに求められてい

た。一時間目につまづいていた生徒も要領を得た

様子であり，ガントチャート作成に集中すること

ができていた。ただ，一時間目の補完も行ったた
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め，授業時間が足りず最後の問題の問いである「店

A と店 B どちらが行列ができにくいか」の交流が

ほとんどできなかった。一方で最後に待ち行列の

ちょっとした公式を紹介したが，生徒たちは興味

を示していた。特に数学が得意な生徒は楽しんで

いたように感じた。 
 
4. 授業に対する考察 
 第 2 時間目の授業後に，生徒 38 人に対しアンケ

ートを実施した。その回答から授業に対する考察

を行う。 
4.1 生徒の感想 

「行列は身近に目にするものなのでとてもわかり

やすかったし，考えやすかったです。自分でも身

近なことと数学をつなげて考えてみたいです」 
「数学は身近に起こる現象（社会）につながって

面白いなと思いました。」 
「このような授業はした(受けた)ことがなくてど

のようなものかはわからなかったけど説明を聞い

ているうちに，だんだんわかってきたのでまたや

ってみたいと思いました。」 
「最初の計算問題がわからなくて楽しくなかった

けどだんだんわかってきたら面白かったです。」 
 4.2 アンケート結果 
(1)最初問題を見たときスタッフAとスタッフBど

ちらだと思いましたか？ 
A:3 人 
同じくらい:3 人 
B:32 人 
(2) 行列待ち時間の計算のしかたはわかりました

か？ 
わかった:33 人 
なんとなく:4 人 
わからなかった:1 
(3) 自分たちの身近に起こる現象(行列など)で実

は数学を使っているというものがあったら学習し

たいと思いますか？ 
思う:26 人 

どちらともいえない:11 人 
思わない:1 人 
(4) 待ち行列は面白かったですか？ 
面白かった:29 人 
普通:7 人 
面白くなかった:1 人 
(5) スライドは見やすかったですか？ 
見やすい:29 人 
普通:7 人 
見にくい:1 人 
 4.3 ねらいの達成度 
ねらい(1) 
 多くの生徒が行列に興味を持ち，問題を面白い

と感じ授業に取り組んでいた。そのため，ねらい

は達成できたと考える。しかし，授業の導入部分

をより膨らませ，丁寧に取り扱うことで生徒たち

はもっと行列を数式で考える理解が深まると考え

る。総じて，待ち行列という分野が新中学校学習

指導領域の基本方針に有効であるとわかった。 
ねらい(2) 
 アンケートでは 8 割以上の生徒が「わかった」

と回答しているが，1 時間目の漸化的な式の組み

立てにつまずいている生徒が多く見られた。一方，

2 時間目のガントチャートを用いた計算方法は初

めて取り扱う計算方法であったが生徒は理解して

取り組めていた。全体的に難易度が高い計算が多

かったため，最後の数直線の表を比べどちらの店

のほうが行列待ち時間が短いのかを議論する時間

が設けられなかった。そのため，平均値を求め比

べることはできたが，散らばりをみてそのデータ

の傾向を読み取る点において数学的に深めること

ができなかった。今回の授業では「資料の活用」

分野の数学を深めることが不十分であり，ねらい

が達成できなかったため，授業の時間構成や難易

度の調整がまだ必要であろう。 
 
5 今後の課題 
 今回の授業実践では指導案のように進めること
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ができず，またねらいの達成も不十分であった。

課題として，次の 2 点があげられる。 
1 点目は授業の時間配分の設定の改善である。今

回の授業では，展開部分が長くなってしまった。

授業構成を考えるにあたって，「導入」，「展開」，

「終末」それぞれに時間をどれだけ使うのかを考

えていきたい。改善案としては，授業の展開部分

を短くできるよう生徒のつまずきの多かった箇所

をわかりやすく説明できる研究をしていき，学習

プリントやスライドも今回より見やすいものに変

え，生徒が個人追究をしていきやすいものにする。

また，ガントチャートなどの図を使った計算方法

を 1 時間目でも取り扱う。さらに，学習プリント

では今回より細かい図を与えてスライドと同時進

行で書き込めるような視覚的わかりやすいものに

していく。そしてもう 1 点は，生徒の交流を授業

に多く取り入れることである。1 点目に通じるこ

とだが，授業において「導入」と「終末」の時間

を多くとるようにする。導入では「行列と聞いて

どんなものを想像しますか?」といった生徒への投

げかけをし，意見を出しあう。自分の意見を発表

し，仲間の意見を聴くことで行列のイメージをよ

り身近に感じてもらう。終末では数直線の表を調

べて問題に対する生徒の考えを発表しあう。「最も

待ち時間が長いのはどれくらいでどちらの店なの

か，二番目に長いのはどちらの店か」などの交流

や，「店 B の場合は客番号が大きくなるほど行列

待ち時間は長くなる。」といった発見をする中で考

えを深め，ねらいを達成できるようにしていく。 
以上の課題が見つかったと同時に，身近な現象を

題材にした授業研究に多くの可能性を見つけるこ

とができた。また，生徒から「遊園地の行列につ

いても考えたい。」といった意欲的な意見があった

ため，今後は生徒が身近な現象で疑問に思ってい

る行列を参考にして，今回の題材以外の授業題材

も思案していきたい。 
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展開案  ＜1 時間目＞ 
活動 主な学習活動 指導上の留意点 

導入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
課題 
 
 
 
 
 
展開

Ⅰ 
 
 
 

○本時の題材｢待つ行列｣とはいったいなんだろうか。 
身の回りにある“行列”を思いかえし，数学の社会有用性を見出す。 
○コトバの約束をする。 
・待ち行列の定義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○待ち行列の２つの種類を理解し，今日学習する種を確認する。 
・サービスを受けている時間が待ち時間に含まれない行列 
・サービスを受けている時間が待ち時間に含まれる行列 
 
[問題] お店をつくろう 
あなたは，飲食店(サービスを受けている時間が待ち行列に含まれない 
お店)を開くことにしました。できるだけ行列ができないお店にしたい 
です。しかし，費用の都合上スタッフは次のどちらかしか雇えません。

どちらを雇えばよいでしょう？ 
A よく仕事ができる店員１名 窓口 1 つ 
B 平均的に仕事ができる店員２名 窓口 2 つ  
○直感的にどちらになりそうか考える。 
課題：スタッフ A とスタッフ B どちらを雇えばよいかデータから計算し

２つの数量を比べて答えを見つけよう。 
○データの見方を確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

・学習プリントを

配る。 
・待ち行列のイメ

ージをつかむため

に，実際どんな行

列があるか意見を

交流する。(例：レ

ジの行列，工場の

機会を待つ行列な

ど） 
・電話などのオペ

レーションサービ

スも目には見えな

いが行列であるこ

とをおさえる。 
 
・具体例を挙げて

イメージしやす

く。 
生徒がさきほど意

見として出した行

列を題材に取り上

げる。 
 
・一見，A と B は

同じくらいなので

はないかという印

象を与える。 
 
 
・学習プリントに

掲載してあるデー

タをスライドと同

じように書き込む

ことによって理解

してもらう。 
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展開 
Ⅰ 

Ⅰスタッフ A の場合を考えよう 
与えられたデータでは，答えが導けなさそうなのでデータから行列待ち

時間を計算する。 
○行列待ち時間の求め方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
式 2 人目の行列待ち時間＝1 人目のサービス時間－到着間隔 
            ＝ 5 － 2 ＝ 3 
  3人目の行列待ち時間＝2人目の待ち時間＋サービス時間－到着間隔 
            ＝ 3 ＋ 7 － 4 ＝ 6 
               
・5 人目まで行列待ち時間を計算 
・できる生徒は客番号⑥以降の計算もしくは，できていない生徒への補

助をしてもらう 
 
○表の完成 
求められた数値以外の残りの数値はスライドで示す。 
 
 
 
 

 

・具体的な事象を

数式にモデル化す

る作業なので，ス

ライドの図やアニ

メーションを使っ

て丁寧に説明す

る。イメージをし

っかりつけるため

に生徒たちへの

「どうなると思

う？」「こうなるよ

ね。」などの投げか

けを多くしてい

く。 

 

・学習プリントに

スライドを見なが

ら書き込んでもら

うことによって行

列待ち時間の求め

方を理解してもら

う。 

 

・立式の難易度が

高いので机間指導

でつまずいている

生徒の支援をす

る。 

 

 

・行列待ち時間の

表は客番号㊵まで

しめすが以降使用

するのは自分で求

めたデータであ

る。 

… 
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展開案  ＜2 時間目＞ 

活動 主な学習活動 指導上の留意点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展開 
Ⅱ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ スタッフ B の場合を考えよう 
スタッフ A の時と同じようにデータから行列待ち時間を求める。 
○行列待ち時間の求め方 

 

 
考え方  
・3 番目の客の待ち時間は 
1 番目の客のサービス時間から 2 番目と 3 番目の到着間隔をひいた時間 
・4 番目の客の待ち時間は 
先にサービスが終わっている3番目のサービス時間と3番目の客の待ち時間

から 3 番目と 4 番目の到着間隔をひいた時間 
図(ガントチャート)にあらわすことによって，客番号⑤までの行列待ち時間

を求める。 
 
○表の完成 
求められた数値以外の残りの数値はスライドで示す。 
 

 

・窓口が２つの

場合はスタッフ

A と同様に計算

できないことを

理解する。 
 
・3 番目以降に

やってくる客が

どちらの窓口に

入るか図を使っ

てイメージしな

がら考えさせ

る。 
 
・計算式が使え

ないこと確認し

ガントチャート

の使い方を説明

する。 
 
・ガントチャー

トも生徒にとっ

て初めて取り扱

うものなので丁

寧に説明し，机

間指導を充実さ

せ，近くの生徒

同士で確認しあ

う。 
 
・表は客番号㊵

まで示すがこち

らも自分が求め

たものを使うの

で大体のイメー
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ま 
と 
め 
 
 
 
 
 
 
 
 

発展 

Ⅲ 2 つのデータを比べて答えを見つけよう。 
比べることができるデータが完成したので二つの比べ方で問題について考

えていく。 

①それぞれの店にやってくる客の行列待ち時間の平均値 
②それぞれの店にやってくる客の行列待ち時間の数直線の表 
○平均値 
自分で求めた表の平均値を計算する。 

例 客番号 10 まで行列待ち時間を求めた場合 
店 A  (0+3+6+2+10+5+6+0+0)÷10＝5.33… 
店 B  (0+0+4+1+4+1+6+4+0+0)÷10＝2 
この結果から店 B の方が行列ができにくいと言えそう。 

自分の出した平均値を交流する。 
○数直線の表 
客番号①から㊵までの数直線の表について調べてみよう。 

 
調べてわかったこと，見つけたことを交流する・ 
 ・店 A では最高 10 分待たなければならないのに対し店 B は最高 6 分しか

待たなくてよい。 
・店 B のほうがちらばりが大きい。 

 ・客番号が大きくなるにつれ店 B は待ち時間は短い。 
みんなの考えから 答え B のスタッフ  が見つかる。 
 
○待ち行列の公式の紹介 
  
○アンケートを記入してもらう 
 
 

ジをつかむ程度

でよい。 
 
・データの数が

違うときは平均

値をだして比べ

られる点をおさ

える。 
 
・発表の際は，

客番号何番まで

の平均値なのか

を明らかにして

交流する。 
 
・数直線の表に

ついて調べると

きには，どこに

注目するか，「ち

らばり」という

言葉をだすこと

によって考えさ

せていく。 

 

・結果は店 B の

方が行列ができ

にくが，一般論

なので，必ずし

もＢのスタッフ

の方が効率がい

いと言い切れる

わけではなく，

データによって

は結果は変わる

可能性はあるこ

とをおさえる。 
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待ち行列 
名前（          ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

身の回りにはどんな行列があるだろう 
 
 
 
 今回あつかう行列 

お店をつくろう 
あなたは，飲食店（サービスを受けている時間が待ち時間に含まれないお店）を開く

ことにしました。 

できるだけ行列ができないお店にしたいです。 

しかし費用の都合上スタッフは次のどちらかしか雇えません。 

どちらを雇えばよいでしょう？ 

 

良く仕事ができる店員 1 名 

サービス窓口     1 つ 

 

平均的に仕事ができる店員 2 名 

サービス窓口     2 つ 

 

Ａ Ｂ 

 

雇うスタッフ  
自分の考え 

[資料 1]学習プリント 



岐阜数学教育研究 

57 
 

データから考察しよう 
次の表はスタッフをＡとＢそれぞれ雇った場合の客の到着時刻とサービス時間をあらわし

たものです。このデータからＡとＢどちらのほうが行列ができにくいか調べよう。 

 
A のデータ 
⑤ 客番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
⑥ 到着時間(分) 0 2 6 11 12 19 22 26 36 38 45 47 49 
⑦ サービス時間(分) 5 7 1 9 2 4 4 3 1 2 5 4 1 
⑧ 到着間隔(分)  2 4 5 1 7 3 4 1 0 2 7 2 2 
⑤  14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 
⑥  52 61 62 65 70 72 80 81 83 86 88 92 95 101 
⑦  2 1 2 1 3 4 3 2 3 6 5 1 3 2 
⑧  3 9 1 3 5 2 8 1 2 3 2 4 3 6 
①  28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 
②  105 106 109 114 116 117 121 127 129 130 133 135 139 142 
③  2 1 2 1 8 4 2 1 6 3 5 2 4 1 
④  4 1 3 5 2 1 4 6 2 1 3 2 4 3 
 
 
B のデータ 
⑤ 客番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
⑥ 到着時間(分) 0 2 6 11 12 19 22 26 36 38 45 47 49 
⑦ サービス時間(分) 10 14 2 18 4 8 8 6 2 4 10 8 2 
⑧ 到着間隔(分)  2 4 5 1 7 3 4 1 0 2 7 2 2 
⑤  14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 
⑥  52 61 62 65 70 72 80 81 83 86 88 92 95 101 
⑦  4 2 4 2 6 8 6 4 6 12 10 2 6 4 
⑧  3 9 1 3 5 2 8 1 2 3 2 4 3 6 
①  8 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 
②  105 106 109 114 116 117 121 127 129 130 133 135 139 142 
③  4 2 4 2 16 8 4 2 12 6 10 4 8 2 
④  4 1 3 5 2 1 4 6 2 1 3 2 4 3 
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ⅠスタッフＡの場合を考えよう 
 
 
 
 

 
行列待ち時間とは… 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

到着間隔とサービス時間の二つのデータを利用してそれぞれの客の 
行列待ち時間を求めよう。 
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① 行列待ち時間を計算しよう 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Aのデータを使って客番号1から10までのそれぞれの客の行列待ち時間を計算しよう。 

 

＝ 

＝ 

・
・
・ 

 

計算スペース 
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ⅡスタッフＢの場合を考えよう 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

到着間隔とサービス時間の二つのデータを利用してそれぞれの客の 
行列待ち時間を求めよう。 
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② 表をつくろう 

 
 
A 

客番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
行列待ち時間(分)           

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 
          

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 
          

31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 
          

  
 

 
 
 
Ｂ 

客番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
行列待ち時間(分)           

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 
          

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 
          

31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 
          

 
 
 
 
 
 
 
 
 

求めたＢのデータの行列待ち時間を表にしよう。 

求めたＡのデータの行列待ち時間を表にしよう。 
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Ⅲふたつのデータを比べて答えを見つけよう 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平均値を出してみよう 
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                   結論 

 
 
 
 
 
 

二つの数直線の表を比べてみよう 
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[資
料

2]
ガ
ン
ト
チ
ャ
ー
ト

 


